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從
o
て
自
發
的
K

虞

‘辑
の
み
5

っ
て
、，
1
して

イ
ン
フ
レ！ン日

-
ン
を
防
止
し
得
.る
だ
け
の
.購
質
カ
吸
收
が
可
能
，
あ
る
か
ど
ぅ 

ヵ
を
問
題
に
し
な
け
れ
^
,な
ら
ぬ
'0
"勿

論

對

發

的

貯

養
'を

更
.杧

微

丧

す

^

こ

と

、
に

よ

，
っ

て

、

h

h-M
上
の
麻
貿
カ
吸
收
が
可
能
で
あ
つ• 

て

そ

の

^
り
、
抝
驶
羁
撒
は
非
難
さ
る
べ
き
も
の
ゼ
な
い
。
然
し
な
亦
ら
貯
藉
獎
勵
よ
り
も
1£
-
に
效

.來

的

な

カ

淡

は

な

い

で

あ

ら

ぅ 

か
。
我
々
は
之
に
代
る
べ
き
名
の
、
或
收
之
と
同
時
に
行
は
^
ベ
I

の
と
し
て
强
制
貯
蓄
制
度
を
採
り
上
げ
ざ
I

得
な
ぃ
'
今
や 

我
戰
時
經
濟
は
—

渺

蓄

を

實

行

し
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け

れ

ば

な

ら

ぬ

，段

階

^
達
し
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の
で
軋
る
。
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自
發
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貯
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；
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自
發
的
貯
蓄
額
は
.今m

、

相
當
の
數
宇
に
達
し
て
ゐ
る
に
も

掏
ら
ず
、
そ
れ
'の
，.み

で

は

戰

費

の

調

達

に

不

充

分

な

る

こ

と

は

、

前

述
 

し
た
勿
く
で
あ
る
。
こ
の
不
足
部
分
を
抑
ふ
べ
ぎ
方
法
と
し
て
、-
增
税
•
息
权
的
敗
菴
獎
勵
のj

段
の
强
化
、
及
'

i

强
制
貯
蓄
策
の
三 

っ
か
^
と
し
て
考

へ

ら
爪
る
。
然
し
增
税
に
よ
る
，方
法
に
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多
く
を
期
待
し
得
な
い
0‘
勿
論
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に
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っ
て
幾
分
の
戰

费
調
達
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可

能
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あ
る
け
水
ぶ
^
、
.
'多
額
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.

$
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篇
贺
上
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^
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す
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^

^
そ
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檢
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ら
れ
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金
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勺
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冲
か
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«

^

の̂
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あ
名
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は
^

^
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爲
费
抑
制
夂
は
購
買
カ
吸
收
を
薏
味
す
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で
は
な
く
、
却
っ
て
そ
れ
だ 

け
の
自
發
的
8

S
減
少
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味
す
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で
I
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そ
れ
故
§

观
を
行
へ
ば
、
農
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貯
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し
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戰
费
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P
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し
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，な
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へ
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蓄
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蓄
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が
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あ
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。
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。
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國
家
ほ
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貨
幣
制
度
を
統
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し
て
ゐ'る
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ぶ
、:國
W
商
品
わ
.購
人
^
充
セ
爲
現
金
：は
：何
時
で
省
調
達
す
泽
こ
と
が
出
來
る
。
：
而
し
 ̂

政
府
の
支
出
額
か
ら
耝
税
收
入
と>
'輸
入
：超
：過
，を
賄
ふ̂

の
：在
外
廣
金
.の
'使
用
顧
を
羞
引
.け
ば
、
：そ
の
^
額
：は
當
然
、
.自
層
的
貯
蓄 

形
で
，國
民
の
争
中.に
あ
'る
管
で
あ
る
。
㈣
故
な

ら

.

政
府
が
財
貨
を
買
人
れ
る
と’

國

.民
所
得
は
そ
れ
だ
け
增
加
す.る
が
、
こ

の
㈣
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:

增
1

■
出
し
得
f

遵

は

肩

■

つ
て
ゐ
•な
い

か

ら
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る

。.，
要

I
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入
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な
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で
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依
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と

ぶ

そ
1

分
の
所f

消
費
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し
な
い
。

こ
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で
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狗
ら
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解
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れ
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ズ
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げ
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今
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產
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懷
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先
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前
顧
格
で

.
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個
人
所
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政
府
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振
替
支
拂
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今
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收
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四
億
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叉
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ら
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拂
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る
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入
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萬
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猶
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萬
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千
萬
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ゐ
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萬
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憑
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決
し
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ざ
う
で
な
い
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旣
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前
大
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に
お
い
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自
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制
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功
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收
め
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應
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萬
^

ク
^
^

一
 

‘、

.

.

.十
九
猶
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萬
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薇
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萬
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す
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萬
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萬
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、
，我
々
は
、
ニ
〇
^
カ
價
格
騰
:*
に
:̂
拘

ら

今

、
，
勞

働

考

^

從

來 

.と
同
一
の
：貨
幣
賢i

で
滿
足
し.〉

て

居

ル

從

：つ

そ

呢
#
利

囊

は

第

I

類

^

4
ぃ
处
.^-
^
 

ツ
.卞
.の
利
得
を
續
妙
、
依

然

同

.

:I

規
模
.の
粗
税
を
納
め
る
も
の
と
假
定
し
龙
の
'で
あ
.る
が
' 
t
の
假
定
は
事
實
で
な 

>
か
ら
^

あ
る
。
.
_
働
省
は
離
^
坪
賃
銀
.引
上
;^, 

要
求
す
る
で
あ
&

ぅ

;:
-0
そ
の
要
求
は
少
く
と
も
部
分
的
に
.は
成
功
を
收
め
る
で
あ
ら
ぅ
,0
若
^
賃

銀

そ

の

他

の

貨
..
^
'^
康

費

が

生

計

費

、
に

比

例

し

て
1

-*
す
る
と
せ
ば
'
我
々
は
、
以
前
と
同
様
に
、
各
段
階
.でf:

一〇
％
づ
X
進
‘行
す
る
無
制
限
ィ
ン
.フ
V
丨
シ
，
■

ン

に

當

面

.

.

.
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, 

• 

•
: 

.

.
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'

.
せ

ね

ば

读

ち

ぬ
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°

へ
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：

.

:

-
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.
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'
.然
し
ぞ
'れ
に
も
拘
ら
ず
、
自
發
的
貯
蓄
組
織
は
成
功
す
る
で
.
.あ
ち
ぅ
。
と
云
ふ
の
は
、
賃
銀
其
他
の
生
潰
.騰
嘴
:H
:
物
.值
t
: ^
へ
上 

.
へ
と追
；ひ
や
へ

る
.；

で
.あ
ら
ぅ
が
、
物
通
は
常
に
ニ
.
〇
％
先
を
行
く
で
あ
ら
ぅ

_
か
ら
で
あ
る
。如
何
に
賃
銀
が
增
加
さ
水
よ
ぅ
^
も
、
こ

れ

、

.
ら
'の
賃
鉱
を
支
セ
1>
よ

ぅ

と

；す

る

行

爲

は
.
.
.
：常
に
物
償
を
そ
0
程
度
.に
锨
方
ぺ
神
進
め
1
^
 ̂

.

.ぐ

,

' 
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ん
.
.
.
.
.
.
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他
の
.生
.淹
費
が
_平
均1

0(
涔
騰
潰
し
‘た
と
せ
ぽ
、/

物
懷
は
.三

ニ

笑

-
4
,
0の‘
一
r

o

%

)

騰

•»
す
る
で
あ
ら
う
。
若
し
一
ー
苹
後
に
坐
席 

費

が

四

，〇

％

騰

貴

じ

把

土

：ず

咖

ば

、

物

價

は

六

八

义

(

l
fe
o -
の
ニ 

ニ

-'
0
ズ〕

騰
貴
す
る
で
あ
ら
5.
タ

か

く

し

て

結

局

、

自

發

，的

貯

蓄

紐
 

織
は
，成
功
裡
に
運
用
ざ
れ
る
で
あ
ら
う
。
即
ち
無
制
限
わ
物
價
騰
貴
を
見
ず
に
.、
■所

要

資

金

は

自

發

的

に

調

達

さ

れ

る

で

あ

ら

う

"

但 

し
そ
の
诚
功
の
唯
一
の
.條
件
は
、
勞
働
背
階
級
及
び
其
他
の
所
得
の
適
當
額
を
不
當
利
得
者
の
手
に
向
け
、
從
つ
て
主
と
し
て
課
税
の 

形
態
で
、-
そ
し
て一

部
は
不
當
利
-#
者
に
よ
る
過
剩
‘の
崗
發
的
貯
蓄
.の
.形
態
ヤ
、
大
藏
辑
ヴ
手
に
向
け
^
め
る
に
必
要
，な
；0

程
度
ま

で
.， 

,物
儇
が
賃
銀
‘に
比
1

て
騰
貴
1

‘な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
ふ
<:
.と
，で
あ
る
。

>

各

時

期

に

お

、
い

.，て
、
自
發
的
貯
蓄
.が
多
い
‘け
れ
ば
多
い
程
、
イ
、Z
フ
レ
ー
シ
•

*
ン
を
阻
止
す
る
爲
に
も
，、資
金
を
調
達
す
る
上
に
も
、
. 

好
都
合
な
と
と
:̂

云
ふ
ま
で
も
な
い
。
國
货
貯
蓄
運
動
の
結
果
*
貯
蓄
が
增
伽
す
れ
ば
す
る
程
、
そ
れ
は
政
府
に
も
國
民
：に
も
有
利
で 

あ
名
。
そ
れ
ず
不
充
分
で
あ
る
と
い
ふ
點
を
除
け
^
、
自
發
的
貯
蓄
運
動
.に
異
論
を
唱
へ
る
餘
地
.は

少

し

も

な

い

で

あ

ら

う

然

し

.な 

が
ら
、
之
を
次
に
述
べ
る
强
制
的
财
畨
と
比
較
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
孰
れ
を
選
ぶ
べ
き
か
は
明
瞭
と
な
る
。

一

■
個
穴
に
と
つ
-て
は
、
强 

制
貯
藉
に
よ
つ
て
ニ
ポ
ン
ド
富
む
道
.を
選

び

、
.
且

づ
イ
ン
フ
レ
ー
シV

ン
を
經
驗
.U
な
扣
方
が
.よ
い
か
、
そ
れ
と
も
.ぼ

發

的

貯

蓄

紀

-よ 

つ
て
二
ポ
ゾ
，
ド

，
胄
み
、
且

つ

社

會

的

惡

結

娱

を

持

つ

.イ

ン

ワ

レ

.
-
シ
•
ン
に
苦
し
む
道
を
選
，ぶ
か
ど
う
か
で
あ
る
。
强
制
貯
蓄
.に
‘よ
0.
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V
#1
-A
Q
利
す
.る
t
と
は

必
定
.で
：あ
る
。
.た

V?
國
庫
並
に
將
來
の
納
_
#:
に
と
づ
て
は
、
そ
の
答
べ
，'は
.
.と
れ
程
明
自
で
.だ
い
。
强
制
貯 

.蓄
制
度
は
.、
、イ
ン
フ
レ
ー

シ
？
ン
に
i
.つ
て
助
け
，ら
れ
る
不
：

な
自
發
的
貯
蓄
の
方
法
を
敗
る
場
合
よ
り
も
、
賛
質
的
懷
値
‘で
'評
.價 

し
セ
よ
.り
多
額
^
國
債
を
殘
す
.で
あ
ら
う
が
ら
で
あ
る
。
何
と
な
れ
ば
强
.力

な

租

税

徵

，集

者

で

あ

'る

イ

シ

フX

I
シ
*
シ

が

作

用

し

，な 

，い
な
ら
ば
、积
税
收
入
は
增
加
せ
ず
し
て
そ
れ
を
補
ふ
爲
に
公
債
發
行
が
增
大
す
る
.で
.あ

ら

う

、
か

ら

で

.あ
る
。
然
し
イ
ン
フ
レ
ー
シ
a:
ン 

.に
"よ
^

て
_

せ
.ら
^

^

^
■

^

■»
承
久
に
_

す

る

.4
:の
^

条

？
若
し
そ
の
後
裼
價
が
.俾
落
ず
る
^
ら
：对

、
：イ
ン
；
フ
：レ

1
^

■

ペ
.

.

.

>

.
..
.
-

ン-■ 

.-へ
-ノ

.■

.

ぐ. 

一

.

.

.

の
.利
益
は
.國
庫
に
ど
.ク
で
さ
_へ
：灯
影
.と
な
石
で
：あ
ら
う0'
蓋
し
や
ゾ
プ
^

ゾ
下
の
國
僙
は
、
强
制
貯
蓄
制
度
下
の
そ
れ
ょ
り
も
、 

.影

S

し
て
基
と
な
る
で
あ
ら
う
か4

1

.
 

,‘.
••
.

,-
'

■

ぺ

へ

'
 
:,.,

そ

れ

故

、
：
結

局
'
政
府
支
出
か
ら
租
税
收
入
を
差
引
い
だ
額
を
自
發
的
貯
蓄
に
ょ
つ
て
.，調
達
1
得
斧
こ
と
.は
：：全
く
眞
實
で
あ
る
。
然 

.し
そ
れ
.は
、
：勞
働
者
が
自
發
的
由
貯
蓄
し
友
い
.所

得

菌

を

'
:企
業
家
.
0自
發
§

&

及
池
^

^

强

制

的

杧

轉

換

せ

：、し

め

务

方

法

.で

. 

あ
.る
0
1
:我
々
'
^
0
1
嚴
的
制
度
に
依
存
す
：る
で
あ
ら
う」

と
耷
ふ
こ
と
甘
、
.

「

我
ズ
は
必
0

度
^
イ
ン
フ
レ
丨
シ

« 

.
ン
ぬ
依
存
す
各
で
あ 

ら
う」

^I

い
ふ
，こ
と
^

衣
ひ
變
.へ
炎
も
办
^
過
ぎ
^

い
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X
 
t

'/
■
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以
上
、
ケ
イ
ン
ズ
-

說̂
明
に
他
•つ
て
、
自
發
的
®

と
イ
ン
：

N

レ

ー
.シ*

ン
■が
如
何
為
る
f

に

あ

：る

堂

明

ら

か

に
.し
^

。.之

杧
 

ょ

づ

宅

、

我.，々
は
自
發
的£

辑
•に

ょ

多

戰

費.の
調
隹
は
不
可
能
で
は
な
い
け
れ
ど
も
、
若
レ
イ
ン
.フ
，'レ
t

v

V

T

V
を
避
け
で
、
儎
費
を
'

ゝ

上

里

風

べ

ば

、
>

^

方
法̂

依.
行
1>
:
,

得
か
い
2:
:

と
を
知
众
た.
の
せ̂

る
0

へ
.,.

:
 

. 

V

...

' 

...上
述
^

^

^

、
'
載

費

秦

栽

ど

自

發

讷

貯

賽

空

づ

^

麗

：す
冬
こ
ー
：
と

法

、

'-
:イ
シ
^
^

あ

'る6
勿

論

イ

ジ

フ

レ1
シ
广
シ
を
'防

止

し#

る
^

けQ.

墦

株^

的
.貯
蓄
が
^

の
障
锒
も
な
.く

行

ゆ
&

る
'
t
.ば
*
敏
费
調
_
 

,
&
;こ

れ
§
:

に
賴
づ
ヤ
も
>

い̂
セ
あ
.ら
う
0
然
I

が

ら

窗

め

，
現
§
:

り
す
.れ
ば
、
.
匕
の
'
a
と
は
非
常
に
®

難
な
^

や

う

^

思

は

れ 

る
o
'前
述
3

た
や
う
に
事
變
後
數
億
圓
-の

震

が

裊

さ
^-
,今
後
も
幾
分
增
税
を
見
る
で
.あ
ら
う
が
-?
'
>务

れ

に

.：は

勿

論

璧

が
 

-

印
發
的
貯
蓄
も
亦
、.
箸
'̂
い
增
大
.を
見
て
來
次
け
水
ど
も
、
.尙
不
充
分
セ
あ
つ
た
レ
、
將
來
に
'お
い
.て
も
充
分
で
あ
ら
う
と
は
思
は
れ

u
y見
^

、̂
®
費
の
.調
達
、

吸
收
?3
ょ
多
以
：4
;の
8;
法
*
し
:̂

蒙

め

：妨
、
，、强

制

磐

あ

る

办.み
龙

奮

*
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嘗

吸
制
貯
蓄
：の
':必
德>-
，そ
の
：方̂

：■
' 

:
. 

、
' 

.、
，
五
：
-

、*£
九
六
ン
，

購
買
力
吸
收
’が
絕
釾
耍
作
で
あ
.る
と
す
，れ
ば
マ
唯
マ
の
■殘
さ
H
た
方
法
で
あ
る
强
制
貯
蓄
の
容
も
亦
、
絕
對
要
件
と
し
て
、
浮
び
上 

つ
.8

る
で
あ
1

-

•■ 

. 

.
: 

■

.

强
制
貯
蓄
策
が
我
戰
時
經
濟
の
現
段
階
に
决
い
て
行
は
れ
ね
ば
な
ち
ぬ
.と
す
れ
ば
.、
.そ
の
.方
法
は
如
何
な
る
も
の
•で
あ
ら
う
か
6
虽 

制
貯
蓄
の
'必
要
は
何
人
も
認
め
，る
で
あ
ら
う
.け
れ
S

ネ
、
そ
の
方
法
如
何
は
非
常
に
困
難
な
‘る
問
題
を
含
み
、
と
れ
‘に
關
し
セ
は
幾
多
' 

の
メ
議
論
必
生
‘

t
る

と

こ

ぢ.で

あ

る6 

•
旣

に
.と

の

方

法•
'に

づ
v>
て

若

干

の

提

案

、が

爲

さ

ル

て

ゐ

る

け

れ

ど

も

c

註
l

r
そ

れ

ら

•
の

中

に

あ

つ 

て
最
尨
優
秀
に
し
、て
.具
體
的
な
、る
方
法
は
ヶ
'ィV

ス
の
提
案
.に
な
名
强
制
貯
蓄
策
で
あ
A

う(

註
2)

0

ヶ
ィ
ン
ズ
の
提
案
が
我
國
に
お 

V
VX
受
け
'容
れ
ら
る
ベ
き
方
法
で
あ
.
$か
ど
う
か
は
勿
論
、
輕
率
に
結
論
を
下
す
ベ
、き
で
は
な
W
。
然
レ
我
國
が
將
來
强
制
貯
蓄
策
を 

梢

叙

：ね

ば

な

ら

な
.い
，と
す
れ
ば
、
彼
の
.方
法
は
必
ず
'や
.そ
の
參
考
に
供
せ
.：ら
れ
ね
ば
為
ら
ぬ
で
あ
ら
う
。 
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註
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九
^
千 J..

月
^
四
，、.十
！

fj:

兩
■日
に
亙
，

C
C
.

»
.
. 

V
(K
.
.
V,タ 
\ィ
.
ス̂
.紙
上
に
.
'
:
:
*
*
^
^

甘
的
^̂
^̂ the. w

a
r
.

rs
と
題
し
て
.
，
..

.彼
の
强
制
貯
蓄
案
を
初
，め
そ
發
表
し
た
。
姦
ま
で
彼
以
上
め
優
れ
た
案
を
示
唆
し
た
者
は
一
人
も
ゐ
な
か
つ
た
の
セ
、
彼
の
案
は
非
常
な
る 

...

注
R
を
受
け
、
そ
れ
に
對
し
幾
多
の
批
判
を
蒙
つ
-た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
ヶ
ィ
ン
ズ
は
こ
れ
等
批
判
の
或
も
の
を
受
咨
れ
て
、
案
の
一
部
を
補 

芷
し
、
-1

層
詳
，
な
る
修
羅
を
發
表
し
た
。
.
'之
が

.一.九
ー
ニ
〇
年
ニ
^
八
ム
刊
さ
れ
た「

如
何
に
戰
費
を
支
辨
す
べ
き
，か」

(
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>題
す
る
小
册
子
‘で
:.
^
る
。
前
の
諭
文
を
修
正
し
た
阶
甘
ぼ
彼
の
言
葉
に
よ
る
と
次
の
如
く
で
あ
る
。
即
ち
•■最
初
の
說
明
'で
は
、
: 

:
凃

は

逢

：
と̂

、金

属

遭

_
の
問
題
令
取
费
つ
先
：爽
ヤ
あ
づ
.
.て
纪

'0
;
技
_
私
^
つ
：て
：§
化
開 

*■
.

:t
な
か
つ
た
。
そ
れ
故
、
こ
の
修
正
案
で
は
、
■余
は
戰
氓
の
危
急
時
か
ら
積
極
的
な
砘
會
改
善
を
つ
か
み
出
さ
う
と
努
め
た
。
こ
、
に
提
篆
し

, 

た
金
計
竅
は
ヘ
最
近
提
案
さ
れ
た
如
何
な
る
も
の
よ
り
も1

曆
大
な
る
經
濟
的
平
等
に
向
つ
て
の
一
進
ル
を
具
體
化
せ
る
も
の
で
あ
る
.
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て
强
制
貯
蓄
策
が
採
用
さ
れ
ね
ば
尨
ら
ぬ
、の
で
あ
る
0[

增
税
と
自
發
的
貯
蓄
を
更
に
激
底
す
る
な
ら
ば
、
 

:
必

.し

も

き

制

按

蓄

を

行

ふ

必

襄

は

な

-^
で
あ
ち
ぅ
0
熬

し

增

稅

：及

び

.自

發

的

貯

^

に

賴

る.の

と
^
^
^
^

強
紙
貯S

必
要
之
そ
®
方
法 

:v
v 
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、

• 

の
.必
，要
ノ」

そ
の
'
法̂

，
. 

、

/ 

,

ii
o
.
 

C

 
六

：

ISF 
ノ
'

的
，.に
’見
、て
.孰
れ
が
望
ま
し
い
方
法
.で
.あ
る
か
は
、
；ゲ
ィ
ン
ズ
•の
說
明
に
よ
つV

、

明
ら
か
で
あ
づ
て
、
こ
1

m

そ

：
の

優

劣

，
を

綠

翠

す

必

要

 

は
な
か
ら
う
。 

•..

■■
 <

 ,

た
r
ヒ

，
卜

で

、
、

戰

時

經

濟

政

策

の

.課
題
を
達
す
る
上
に
>
強
制
貯
蓄
策
が
如
何
に
有
效
な
手
段
で
あ
る
が
を
明
示
し
て
お
か
ね
ば
.な
、
 

ら
ぬ
'

>

 

第
.一
に
'、
顿
制
貯
蓄
に
よ
つ
て
初
め
て
公
債
め
完
佥
な
る
消
化
と
、
生
壺
擴
充
資
金
，の
充
分
な
る
供
綺
が
可
能
で
あ
0
て
、
‘近 

代
戰
が
必
要
'と
す
る
戰
費
は
之
に
i

つ
て
.充

分

調

達

各

れ

、

又

物

資

の

調

達

も

通

貨

，側

か

:̂
は
睫
も
11
1

滑
に
行
は
れ
得
る
の
で
あ
る
。 

.第
：一

(

爾

/'
»

^

^

_よ
：々F

.

ィ
シ
フ
.レ
3
;シ
:;
«
;^
ば
_
然

に

防

止

さ

れ

、
ー
以
、
つ

^
戰

時

^

の

國

民

生

活

の

安

觉

が

獾

保

さ

れ

る 

主
に

、
之
、に
よ
_

て
所
得〗
の
#

分
配
が
：可
能
で
あ
衫
、
'
/又
：戰

後

の

，
混

亂

狀

：態

が

顧

避

さ

れ

、

し
'か

も

戰

後

や

が

て

到

來

す

る

で

あ

ら

う

:蒸

が

抒

管

れ

得

る

0
兮

あ

：る0 

-

:

然
る
に
我
國
に
#

い
，て
：の
み
な
ら
ず
、
ィ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
す
ら
、
ケ
ィ
ン
ズ
.
.
.
の
"强
制
貯
蓄
案
.は
採
用
さ
れ
や
.う
と
.し
.な
.い
で
、
種 

種
0
反

對

を

蒙

つ

弋

ゐ

，
；
る

0
'そ
の
.反
對
練
由
'の
主
な
る
も
め
：を
擧
げ
る
，と
公 

.

*
■

第
'
1紀
ノ
’強
制
貯
蓄
を
哲
ふ
と
i
從
來
爲
さ
'れ

：て

來

た

自

發

的

：

貯

蓄

鬚

少

し

、
，
結

局

、

：

總

貯

蓄

額

は,
少

：す

：
'る
.で
あ
.ら
う
i

い
ふ
.
' 

反
#

で

翁

る|0
^

^
貯
蓄
^
.よ
<?
で
自
發
的
貯
寶
が
滅
少
す
る
こ
：と
は
^

か
で
.あ

る

け

れ

ど

も

.、

ケ

ィ

X

ズ
.の
、計.畫
.50
如
く
*
.貯
蓄
を 

强

制

し'
.
.
て
i
尙
行
は
れ
夸
で
务
ら
う
最
少
限
度
：の
自
發
的 

所
要
貯
蓄
靡
と
と
の
'最
少
眼
t
の
.目
發
的
貯
蓄
_

と
の
' 

差
を
強
制
|
5蓄
に
'す
.る
.な
'ら
«

、
我
國
.：の

總

貯

蓄.餅

が

減

少

す

る

こ

；と

.は
考
.へ
•
ら

れ

為

拂
戾
含
れ
、
.

「

時
的
に
1

す
る
£
と
は
止
む
.金
得
愈
い
'で
；あ
^
う
が
、
我
#
は
强
制
貯
蓄
^
ょ
づ
：.て
鍺
局
從
來
の
自
發
的
貯
蓄
額
以
11

の

舊

が

可

能

な

め

.'で

 

t

9
へ
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.
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.

.

•
.'
ノ
，

.

.
:
、
''
' 

.
:
ノ

フ

•

.

1

.に
、
®
制
額
だ
け
貯
蓄
す
れ
ば
'、：
そ
れ
以
.上
.
''<
0
:貯
蓄
比
不
必
要
'で

ぁ

る

と

い

：
ふ

観

念

を

國

民

'に

持

た

せ.、
•

つ
：て
淺.餘

の

.所

得

だ
.爨

せ

し

め

る
i

ぃ
ふ
反
對
が
あ
る
。
：：然4

國
民
が
淺
餘
の
所
得
を
濫
費
す
る
.か
ど
ラ
か
蜂
:.
.そ
^

る
の
ヤ
あ

0
て
.、
ー

之

釔

濫

費
_せ
し
め
.な
.い
や
ぅ
に
指
.導
す)

る
こ
と
こ
そ
政
府
當
篇
局
の
務
め
で
あ
名
。
：若
し
叉
濫
費
の
闸
向
が
强
^
時
に 

は
、
そ
比
を
.不
可
能
な
ら
1>
.め
る
や
ぅ
に
.强
^
1
5蓄
^

を
髙
め
.る
と
>
%.
出
來
る
.の
：で
：あ
る
:0
所
得
の
濫
費
は
自
發
的
貯
蓄
の
際
も 

あ
る
<p
,
-
.
:
で
_ $

て
、
^
募

を

强

制

し

藍
.に
释
に
之
.が
激
禮
4

土
呔
考
9

れ
ぬ
ド
‘假
^
fc
:
参
^v

の
濫
費
が
ぁ
る
t

て
も
、
、强
制 

貯
蓄
.の
諸
利
益
.を
考
へ
.る
な
.ら
ば
、M

の
.や

.と
で
あ
名
。
：；

V

.
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.第
三H

’ 

.切
祢
配
給
制
を
.徹
底
す
る
な
ら
ば
、.
.如
何
.に
豐
富
散
購
.買

カ

：を

持

：つ
:̂

ゐ

て
^
、
^
れ

を

使

用

し

得

な

：い

か

ら

、

殘

餘

の

.
、 

購
買
力
は
必
然
的
，に
か
蓄
さ
れ
、
從
か
て
强
制
貯
蓄
を
-'
f
Tぶ
’％
要
は

取S

と
. 一

K

ふ
.反
對
が
あ
る
.
:

°
こ$

や
ぅ
な
見
解
が
如
何
に
誤
つ
て 

ゐ
：る
が
は
■
>

タ
イ
ン
ズ
め
說
明
奄
待
づ
ま
で
-̂
な
ぐ
、，明
ら
か
1

あ
'る
0
.
 

パ
ゾ
'-
'
/
','

に

、
，
强

制

貯

蓄

制

は

勞

働

乾

及

^
銜
額
所
淨
層
の
坐
活
水
準
を
.俾
下
せ
し
^
る
も
''
'C
D
.だ
と
^
ふ
：反
對
が
、
ィ
ギ
り
ろ
に
お
い
て 

强
.く
作
用
しv

來
殆
。'
:然
u
:&
れ
：は
：(

ヶ
：ィ
ゾ
ズ：

の
*

初
ゆ
提
案
：&

W-
.て
.免

良

ず

，々

も

れ

で

あ

つ

て

、

P
、

に

述

ぺ

.
た

修

疋

案

に

對

.
し

て

は
.̂
,
の.
极
據
も
な
い
こ
と
.
で
あ
る'0
修
班
藥
で
は
、
.
彼
等
の
生
活
水
準
は
傲
下

「

さ
れ

、
る
^
£
ろ
か•
寧
ろ
高
め
ら
れ̂
の
：で
あ'るo

. 

• .
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■

•

.■
'

v

-.
'

'

.

'

.:
 

反
對
論
吵
詳
細
.に
っ
..：
い
：て

は

就

歐

賢

之

肋

像

士

弩

戰

時

批

界

經

濟

，の

物

囉

。
通

货

.：爲
替」

：3̂ 

一
一
一
へ

一

頁

及

び

中

村

重

夫

敎

授

1貯

:

轉

観

論

」

翁

霖

究

ゼ

四

-

*

七頁參照̂

へ

 

;
 

■

,

•

為

.
？

に

か

制

貯

蓄&

:

す
る
反
默
は
"
女

べ
.

」

て
钕
葉
の
_

題
ヤ
：
あ’マ
^

 

:

强
制
册
蓄
の
棵
本
1
則
を

覆

ず
も
の
ー
で
釔
い
。
：勿

論 

こ
の
外
、
資
本
家
階
級
及
び
高
所
得
階
級
の
立
場
ょ
0
す
る
利
己
胤
尨
强
い
反
對
が
あ
る
で
あ
ら
ぅ
0
然
し
こ
れ
ら
の
反
對
は
我
瞬
*/
>

 

强
狐
貯
落
の
必
骐

^
そ
の
方
法
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强
制
貯
帮
の
，必
要W

そ
の
方
法
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七
ニ 

(

六
ニ

0

重
大
な
る
危
機
に
際
し
て
..は
、
-*
-••
兄
服
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
資
本
家
階
級
の
反
對
を
押
切
つ
て
强
制
貯
蓄
を
實
行
し
得
る
か
ど
ぅ
か
社 

I
に
政
府
.の
.政
治
的
推
進
力
如
何
.に

か

、

つ

て

ゐ.る
の
•で
あ
.る
。.

：
： 

.

,

.

.

.

.

我
國
ぬ
#

^
て
竑
、廣
金
賢
付
の
|
|

の̂
^

が

賦

制

的

統

制

を

：受

时

：、
資

螢

吸

收

办

部

面

が

任

意

的

に

放

置

：せ

ら

れ

セ

.̂
'e
あ
っ 

.

.

'■-.
て
、
こ
：れ
は(
|

0.の
、矛
盾
で
あ
る
？
於
民
今
議
會
で
成
立
し
た
貯
蓄
組
合
法
は
.幾
分
强
制
的
色
彩
を
帶
び
て
來
た
け'れ
ど
も
、
そ
れ
咚 

、‘

、
ま
だ
購
買
力
の
.强
制
的
阪
收
.に

關

す

を

包

括

的

計

畫

セ

は

：龙

い

。：％

金

吸

收

が

住

意.
&为

策
'
£ょ
：つ

て

充

：分

達

せ

ら

れ

苓

な

ら

ば

問

題

.

.

.

.

.

.

. 

.

.

.

-

I

、
.

.

入
.
.
.
,
：

.

•
 •

 

■

.

.
 
'

.

 /
•

 

.

.

.

.

.

 

•
-

’’
.'
.は

な
^
の
，
で
：あ

が

が
一

;;
'
現
.在

に

..お

い

そ

は

':
'
資
金
め
：.需
要
が
.

益
： .々
：

强
.い
に
も
拘
ら
ず
、
そ
の
供
給
が
著
し
く
不
觅
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る

.

.

 

.
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.

.

.

 

•

 

.

.
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..

.
-
か
ら
'、
寄

：
金

め

：
貸

付

と

.吸
收
ゆ
l

o
<D
:
.

ft
-
畫
の
も
.と
：
M
nr
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遂
行
は
可
能
.で
.あ

：ち

：
ラ

。
：

.貯
蓄
强
制
に
#
少
0
實
行
上
の
困
難
が
.あ
.る
か
ら
.と
一K

.

つ
て

、

そ
の
實
行
を
囘
避
す
べ
き
'時

で

は

な

い

。
.
'
强

■
:
.
.

ソ
 

■
 

: 

-
 

. 

.
 

.
 

•
•
•
•
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-，；
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.
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.
.
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.
 

•
 

- 

....
 

■ 
■
 

< 

.
 

-

:
--

ノ
制
貯
蓄
を
行
.は
敫
か
.つ
た
な
ら
ば
發
坐
す
る
'で
あ
：ら
.ぅ
諸
困
難
と
.、
：
、
そ

れ

を

實

行

ず

’左

場

合0
困

難

：を̂
 ̂

後

者

の

困

難

が 

:
:如

何

に.小

さ
.い
.如

を
.了

解

し

得

：る
で
..あ

ら

ぅ？

-.
,

 ̂

ン

,
，パ
.

：

 

,

パ

.

；

.
/ 

厂
' 

::

-■■
■

. 

; 

.

、
r 

- V

:
.
 

*
 

, 

.
 

'
 

. , 

，
.
.
■
•
. 

■ 

■ .

.

. 

.

.

.

.

■
■
> 

'

.

•

.か

く

の

如

く

實f

の
I

f

排

し
V

I

强

制
f

 

.

.、
と

ず

れ

ば^
洗
づ
所
要
貯
蓄
額
ゼ
算
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
ァ
こ
の
奪
出
は
上
述
し
た
ケ
ィ
ン
ズ
の
方
法
に
ょ
つ
.
.て
可
能
で
あ
ら
ぅ
。

V
 

■彻

論

我

讓

開

戰

以

來

ハ

輯

に

數

年

を

經

過

^
,物
_
も

著
1>
<

騰
1
じ
へ
：て̂

る

狀

態

贮
の
で
、
ケメ 
y
ズ
の
へ
方
法̂
ょ
つ
七
箅
出

:

さ

れ

得

る.額

ょ

り4

か
J

f

l

i

:要
I

ら

冬

認

寧

ろ

.で
：あ.る

か

も

知

れ

ぬ

：。

.
然
し
栽
々
が
孰
れ
の
，方

法

を

用

ひ

ひ

、要
貯
蓄
額
を
.算

出

す

岑

に

せ

ょ

、
ぃ
そ
め

»:
定

の

寒

礎

と

な

る

ぺ

き

統

計

と

數

字

を

缺.<
-
の

ゼ

あ

名

。
：：
我

國

^

お

い

で

は

«5
|1
-
が

不

充

分

如

る

の

.
み

な

ら

^

、

^
蓄
_

»

«

あ̂
婆
な
：る
數
字
は
殆
ん
ど
發
表
し
.

. 

. 

... 

.

.

.

. 

.

.

轉
ざ
名
も
の
セ
あ
、系

ら

我

^
は
こ」

の
^
出
を
政
府
當
局
者
ぬ
_

ね
ざ
る
を
得
な
：い
，

^̂ 

ニ 

：
,
.
:

次.
に

强

制

鏨

.
の

細

目

I

る
が
、
：之
ば
我
國
情
に
照
ら
し
て
、

_

:

に
.對

す

る

强

制

馨

率

.，

家

族

手

當

顰

、
畫

I

考

慮

を

以

つ

セ

決

せ

ら

當

 

然

七

そ
'の
.細

目

が

如

何

に

變

f

 

れ
ょ
ぅ
と
も
、
：.强

制

貯

蓄

の

原

則

は

微

動

だ

も

し

ー

な

い

富

ら

ラ

？

.：

.パ
、
广

^̂ 

.
 

■

.:

か
く
の
'如
く
我
.戰
時
歡
濟
の
現
段
階
は
、
強
制
貯
蓄
の
：實

行

を

遷

, 

畫
'
.の
.遂

行

上
# ;

.

大
.
0便
宜
を
释
へ
る
.で
あ
ら
.ぅ
.こ
ど
は
、
何
人
も
咨
定
し
得
な
い
■と
.こ
ろ
で
■あ
つ
.て
我
國
に
お
い
.て

一
時
も
与
く

强 

制
貯
蓄
計
畫
.が
樹
立
さ
れ
、
；

M

難
を
排
し
て
之
が
實
行
せ
ら
れ
ん
こ
き
.切
望
す
る
次
第
で
I

。

：

：

昏

昏

の

：
馨w

そ
の)

方

.法
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